　

（１）展示内容
①水の循環による森・川・海の繋がりと生態系
・水の循環が、森、川、海の全ての生命を育み生態系を成り立たせていることが理解できる模型展示や映像学習
（光学顕微鏡、走査型卓上電子顕微鏡、パネル、標本など）

②郷土の豊かな自然と自然環境問題
・郷土の特徴的な自然と生物の多様性に関するパネル展示や映像学習
・地球温暖化、水質汚染、絶滅危惧種、シカの食害などの自然環境問題に関するパネルや環境スコープ等の体験型展示

（２）展示と活動例

①水の循環による森・川・海の繋がりと生態系
　　　水の循環が森・川・海を繋ぎ、生態系を維持していることを模型やパネル展示、リアルな映像を活用して学習する。また、水中での小魚やプランクトンの関係がわかる生態系モデルの作成や、河川等でのフィールドワークを通して生態系の仕組みを学ぶ。このような体験を通して、郷土の自然や生物の多様性を理解させ、豊かな自然を持続させようとする態度を養う。
展示室や実験室において、プランクトンのような微生物を光学顕微鏡で観察し、さらにそれを電子顕微鏡で見ると、プランクトンの表面の微細な構造の精巧さまでもが観察でき、まさにミクロの世界を体感することで自然科学への興味関心を引き出すことができる。

	・水の循環による森・川・海が繋がる生態系の模型やパネル展示


	
	・水の循環による森・川・海の繋がりと生態系についての映像学習
	
	・光学顕微鏡、電子顕微鏡による生物の観察

・生態系モデルの作成
	
	・森・川・海でのフィールドワークによる自然観察

	
	
	
	
	
	
	

	展示により、水の循環が森・川・海を繋げ生態系を維持することに興味・関心を持つ。
	
	映像により、水の循環が森・川・海を繋げ生態系を維持することについて実感する。
	
	・モデル作成や実験・観察により、生態系の仕組みについて理解させる。

・電子顕微鏡によりミクロの世界を体験する。
	
	フィールドワークで郷土の自然を体感し、豊かな自然を持続させようとする態度を養う。








「郷土の自然環境」ゾーン








・郷土の豊かな自然の特徴や生物の多様性などについて科学的視点から学ぶ。


・郷土の自然が抱える環境問題ついて学習し、豊かな自然を守り将来にわたって持続させる必要性について考える。
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